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出産一時金の引き上げ　　　　　  期間延長の意見書を国に送付

◎
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を

進
め
る
た
め
の
小
学
校

３
年
生
で
35
人
学
級
実

現
へ
の
請
願

多
数
決
（
賛
成
４
人
、

反
対
22
人
）
に
よ
り
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

請

　願

一般会計補正予算の主な事業一般会計補正予算の主な事業一般会計補正予算の主な事業

①新聞紙面企画掲載広告料…　地域の魅力をＰＲ 40万円

②庁舎施設修繕…　庁舎の緊急修繕 619万円

③ソーラー時計設置工事…　中町多目的広場に
ソーラー時計を設置

60万円

④ノンステップバス導入促進事業費補助金…　事
業者の車両更新計画見直しによる補助の見送り

△190万円

⑤防犯対策事業（照明施設配置計画用基礎資料作
成業務委託）…　防犯灯・道路照明灯を一元管理
するための基礎資料作成

210万円

⑥市民農園新設工事…　土に親しむ広場　新曽第
12広場の新設　

185万円

⑦英語教育改善事業…　効果的な英語教育指導法
等の研究

5,65 万円

⑧市史編さん事業…　古文書等のデータベース化
を図り市民や教育現場の利用に資するための史料
整理・デジタル化業務委託

717万円

おめでとうございます

永年勤続議員表彰

毎年、全国市議会議長会の定期総会
において、地方自治に永年貢献された
市議会議員に対して表彰が行われま
す。
21 年度は、望月久晴議員が 15 年表

彰を受賞されました。
市議会では、６月定例会の冒頭で議

長から伝達するとともに、戸田市議会
議員表彰規程による表彰もあわせて行
い、その功績をたたえました。

望 月　 久 晴
議　　員

〜補正額２１８６万円の中身は〜
（千円単位は切り捨て）
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今
定
例
会
に
、
市
長
か

ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、

市
税
条
例
改
正
の
専
決
処

分
な
ど
９
件
の
報
告
案
件

と
、
市
長
や
職
員
等
の
期

末
勤
勉
手
当（
６
月
支
給
）

減
額
に
係
る
条
例
改
正
な

ど
11
件
の
条
例
案
件
、
は

し
ご
付
消
防
自
動
車
の
取

得
案
件
１
件
、
さ
ら
に
は

一
般
会
計
補
正
予
算
の
、

合
計
22
件
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。報
告
案
件
以
外
は
、

本
会
議
で
の
説
明
、
質
疑

の
後
、
付
託
さ
れ
た
各
常

任
委
員
会
で
細
部
に
わ
た

っ
て
慎
重
に
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
専
決
処
分

の
報
告
１
件
（
市
税
条
例

の
一
部
改
正
）
と
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
は
多
数
決
（
賛
成

22
人
、
反
対
４
人
）
で
承

認
・
可
決
し
、
そ
の
他
の

議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案
２
件
、

委
員
会
提
出
議
案
１
件
の

概
要
は
、
４
ペ
ー
ジ
を

６
月
定
例
会
は
５
月
29
日
か
ら
６
月
19
日
ま
で
の
22
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

３
日
間
に
わ
た
る
一
般
質
問
で
は
、
17
人
の
議
員
が
質
問
に

立
ち
、
市
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
取
り
上
げ
て
、
活
発
な
論

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
項
目
47
件
の
う
ち
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関

連
３
件
の
ほ
か
、
保
育
９
件
、
教
育
６
件
と
「
子
育
て
」
に
つ

い
て
の
質
問
が
15
件
に
達
し
ま
し
た
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
市
長
及
び
副
市
長
の
給

与
・
教
育
長
の
給
料
等
・

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

６
月
支
給
の
期
末
手
当

を
市
長
・
副
市
長
・
教
育

長
は
０
・
15
月
分
凍
結
、

職
員
は
勤
勉
手
当
も
含
め

０
・
２
月
分
を
凍
結
す
る

も
の
で
す
。

　

◎
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

日
及
び
休
暇
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

本
年
８
月
１
日
か
ら
、

職
員
の
勤
務
時
間
を
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
と
し
、
昼
休
み

　議
案
の
概
要

6月 
定例会 
6月 
定例会 

平成21年 

5月29日～ 
　　6月19日 

未来の大人たちへ未来の大人たちへ未来の大人たちへ 保育・教育の質問が15 件！！保育・教育の質問が15 件！！保育・教育の質問が15 件！！

出産一時金の引き上げ　　　　　  期間延長の意見書を国に送付

◎
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

狭
い
道
路
沿
い
に
建
つ

中
高
層
建
物
の
火
災
・
救

助
等
の
災
害
対
応
を
主
な

目
的
と
し
た
、
多
機
能
な

15
ｍ
級
は
し
ご
付
消
防
自

動
車
を
７
４
３
４
万
円
で

購
入
す
る
も
の
で
す
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

３
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表

参
照

の
休
憩
時
間
を
１
時
間
と

す
る
も
の
で
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

出
産
育
児
一
時
金
を
、

本
年
10
月
か
ら
平
成
23
年

３
月
末
ま
で
の
暫
定
措
置

と
し
て
４
万
円
引
き
上
げ

る
も
の
で
す
。　
　
　

引

き
上
げ
期
間
の
延
長
に
関
す

る
委
員
会
提
出
議
案
を
あ
わ

せ
て
可
決
し
ま
し
た
。

▲土器から伝わるもの…郷土博物館にて

※
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医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務

長

　副
作
用
の
問
題
も
あ

る
の
で
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
員

　寝
た
き
り
で
入
院

し
て
い
る
高
齢
者
の
中
に

は
、
月
に
５
、
６
万
円
の

紙
お
む
つ
代
を
払
い
、
生

活
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
。
紙
お
む
つ
代
の
補
助

を
。

福
祉
部
長

　在
宅
者
を
対

象
に
し
て
お
り
、
今
の
と

こ
ろ
行
う
考
え
は
な
い
。

議
員

　火
災
で
の
死
者
の

９
割
は
住
宅
火
災
。
火
災

報
知
器
の
普
及
対
策
は
。

消
防
長

　７
月
下
旬
の
総

務
省
統
計
局
の
普
及
率
調

査
結
果
を
見
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

入
院
者
に
も
紙
お
む
つ

の
補
助
を

火
災
警
報
器
の
普
及
を

議
員

　①
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
発
症
者
数
は
５
月

17
日
の
74
人
を
ピ
ー
ク
に

下
が
り
、
感
染
規
模
は
縮

小
し
た
が
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
第
２
波
の
流
行
に

備
え
る
必
要
が
あ
る
。
対

策
の
現
状
は
。
②
タ
ミ
フ

ル
、
リ
レ
ン
ザ
な
ど
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
の
備
蓄
は
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務

長

　①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
広
報
戸
田
市
に
感
染

予
防
、
相
談
窓
口
の
情
報

を
掲
載
。
庁
舎
出
入
口
に

消
毒
液
を
設
置
し
、
職
員

に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

研
修
会
を
開
催
。
②
感
染

が
広
が
っ
て
か
ら
、
政
府

が
統
制
し
て

お
り
、
購
入
が

で
き
ず
一
般

診
療
分
し
か

な
い
。

議
員

　新
型

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
を
子
ど
も

た
ち
に
集
団

接
種
し
て
は
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
対
策

　
充
実

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
対
策
の
充
実
を

望
月

　
久
晴  
議
員

「
相
談
窓
口
情
報
の
啓
発
、
研
修
会
を
開
催
」

▲ 6月 15 日、美女木小学校で民謡教室などが開かれました。館内は迫力ある
歌声と音色に包まれ、子どもたちは新鮮な体験だったのではないでしょうか。

▲しっかりと手を洗いましょう (喜沢小学校にて )

　議員は、毎年3月、6月、9
月、12月に開く定例市議会で、
市政全般に対する質問をするこ
とができます。これを「一般質
問」といいます。 
　今定例会では6月9日から3
日間、17人の議員が一般質問
を一問一答方式で行いました。
　ここに掲げたのは、その質問・
答弁の大要です。 
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討論……提出された議案等の審議の最終段階で、賛成・反対の意見を述べることを「討論」と言います。

こ
の
改
正
の
中
身
に
は
、

上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲

渡
益
課
税
の
10
％
の
減
税

期
間
の
延
長
、
配
当
所
得

基
準
を
な
く
す
と
い
う
内

容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

定
率
減
税
の
全
廃
、
大

企
業
も
賃
下
げ
や
派
遣
切

り
な
ど
の
「
首
切
り
」
で
、

国
民
に
負
担
ば
か
り
強
い

る
一
方
で
、
今
後
も
大
資

産
家
優
遇
税
制
は
継
続

し
、
そ
の
上
、
配
当
所
得

の
基
準
ま
で
な
く
す
と
い

日
本
共
産
党

本
田

　
　哲 

議
員

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
戸
田

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

日
本
共
産
党

望
月

　久
晴 

議
員

学
級
編
成
を
少

人
数
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
教
師
の

目
が
一
人
一
人
の

子
ど
も
に
行
き
届

き
、
学
力
向
上
や
い

じ
め
、
不
登
校
防
止

に
も
大
き
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
、
報
告
案
件
と
請
願
に
対

し
て
２
人
の
議
員
が
討
論 

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

賛成 

賛成 

意見書を提出 意見書を提出 
　議員提出 2 件、委員会提出 1
件は、いずれも全会一致で可決
し、関係機関に送付しました。

○国直轄事業負担金に係る意見書
　公共事業に係る国直轄事業の負担金のあり方については、地
方の声に重きを置き、速やかな直轄事業制度の見直しを行う
よう要請するものです。

○市議会議員年金制度の安定的運営の確保に関する決議
　将来にわたり安定的な年金給付が可能となるよう、合併特例
法の規定に基づく激変緩和措置を強化するなど、市議会議員
年金制度の安定的運営の確保に向けた適切な措置を講じるよ
う求める決議です。

○出産育児一時金の支給期間の延長を求める意見書
　本年10月から平成23年 3月末までとしている出産育児一
時金の引き上げ期間の延長を要望するものです。

衆 議 院 議 長 様 

参 議 院 議 長 様 

内閣総理大臣 様 

総 務 大 臣 様  

法 務 大 臣 様 

金融担当大臣様 
   ・ 
   ・ 

本
市
で
は
少
人
数
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一

部
の
教
科
だ
け
で
あ
り
、

効
果
は
限
定
的
で
す
。

市
費
教
員
の
労
働
条
件

を
県
費
職
員
並
み
に
改
善

す
れ
ば
、
市
費
教
員
の
増

員
は
可
能
で
あ
り
ま
す
。

少
人
数
学
級
の
推
進
に
県

下
一
の
財
政
力
を
生
か
す

べ
き
こ
と
を
申
し
上
げ
、

本
請
願
の
採
択
に
賛
成
し

ま
す
。

議員が夏祭りや盆踊り等で寄附をす
ること。

贈らない

有権者や町会等各種団体が議員に寄
附を要求すること。

求めない

議員が寄附を持ってきても有権者や
町会等各種団体は受け取らないこと。

受取らない

戸
田
市
議
会 

  

議
員
一
同
（
議
席
順
） 

 

議

　長

熊

　木

　照

　明

副
議
長

斎

　藤

　直

　子

議

　員

鈴

　木

　麗

　子

冨

　岡

　節

　子

召

　田

　
　
　厚

平

　野

　
　
　進

菅

　原

　文

　仁

酒

　井

　郁

　郎

岡

　嵜

　郁

　子

花

　井

　伸

　子

手

　塚

　静

　枝

三

　浦

　芳

　一

馬

　場

　栄
一
郎

榎

　本

　守

　明

遠

　藤

　英

　樹

細

　井

　幸

　雄

本

　田

　
　
　哲

望

　月

　久

　晴

中
名
生

　
　
　隆

神

　谷

　雄

　三

高

　橋

　秀

　樹

栗

　原

　隆

　司

石

　井

　民

　雄

伊

　東

　秀

　浩

山

　崎

　雅

　俊

秋

　元

　良

　夫

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
進

め
る
た
め
の
小
学
校
３
年

生
で
35
人
学
級
実
現
へ
の

請
願

大
資
産
家
優
遇
税
制
は
認

め
ら
れ
な
い

県
下
一
の
財
政
力
を

少
人
数
学
級
に

う
よ
う
な「
逆
立
ち
税
制
」

は
到
底
認
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

議員提出議案

委員会提出議案

▲

楽
し
く
英
語
を
勉
強
中
！
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し
万
全
な
対
策
を
と
ら
な

い
と
大
変
な
こ
と
に
な

る
。
い
か
に
考
え
る
か
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務

長

　行
動
計
画
の
見
直
し

で
対
応
し
た
い
。
ハ
イ
リ

ス
ク
の
方
々
は
保
健
所
・

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
事

前
に
相
談
す
る
な
ど
の
対

策
を
お
願
い
し
た
い
。

菖蒲川
　各架橋整備計画
菖蒲川の
　各架橋整備計画の内容は

中名生　隆　議員

「延命化を含め整備改修を進める」

議
員

　①
５
年
前
か
ら
町

会
長
等
よ
り
一
本
橋
架
け

替
え
の
要
望
経
過
が
あ

り
、
本
年
、
設
計
業
務
が

実
現
し
た
。
地
下
埋
設
物

が
障
害
と
な
る
よ
う
だ

が
、
具
体
的
な
仕
様
、
交

通
形
態
は
ど
の
よ
う
に
な

る
か
。

②
眼
鏡
橋
も
一
本
橋

と
同
問
題
が
あ
る
よ
う

だ
。
ま
た
、
道
路
面
が
ざ

ら
ざ
ら
で
、
転
ぶ
危
険
が

あ
る
。

③
文
展
橋
も
老
朽
化

し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
架
け
替
え
計

画
は
ど
う
か
。
ま

た
、
榎
橋
は
歩
道

の
反
響
音
が
あ
る

が
、
対
策
は
ど
う

か
。
菖
蒲
川
の
そ

の
他
の
橋
の
整
備

計
画
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

　

①
埋
設
物
を
避
け

て
、
現
在
の
場
所

で
専
門
家
の
意
見

も
聞
き
、
検
討
し

て
い
く
。

②
埋
設
物
等
の
問
題

等
を
勘
案
し
検
討
す
る
。

路
面
の
ざ
ら
ざ
ら
は
調
査

し
改
修
す
る
。

③
文
展
橋
は
延
命
化
を

考
え
る
。
榎
橋
は
改
善
方

法
を
検
討
す
る
。
そ
の
他

の
橋
は
延
命
化
を
図
る
が
、

そ
の
中
で
羽
黒
橋
は
、
今

年
度
中
に
補
修
を
行
う
。

議
員

　持
続
可
能
な
太
陽

光
発
電
を
上
部
利
用
に
検

討
し
て
は
ど
う
か
。
太
陽

光
に
よ
る
、
さ
く
ら
川
の

導
水
事
業
の
可
能
性
は
。

都
市
整
備
部
長

　環
境
と

の
調
和
が
一
致
す
る
の

で
、
電
源
と
し
て
採
用
で

き
る
か
検
討
し
た
い
。
さ

く
ら
川
導
水
に
お
け
る
太

陽
光
発
電
で
の
電
力
の
供

給
は
、
今
後
の
検
討
課
題

と
し
た
い
。

ス
ク
、
消
毒
薬
な
ど
の
必

需
品
を
し
っ
か
り
備
蓄
す

る
こ
と
が
大
事
と
思
う
が
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務

長

　市
と
し
て
備
蓄
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
整
備
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

議
員

　今
回
の
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
通
常
の
季

節
型
と
は
か
な
り
違
う
こ

と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
。
犠
牲
者
は
高
齢
者
で

は
な
く
子
供
や
成
人
。
ま

た
糖
尿
病
や
喘
息
な
ど
の

基
礎
疾
患
者
や
妊
婦
が
罹

患
す
る
と
重
症
化
す
る
恐

れ
が
高
い
。
こ
の
ハ
イ
リ

ス
ク
に
属
す
る
方
々
に
対

議
員

　本
当
に
怖
い
の
は

秋
口
の
第
２
波
・
第
３
波

の
攻
撃
で
あ
る
。
国
で
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ワ
ク
チ
ン
２
千
万
人
分
の

製
造
を
決
め
た
が
、
本
市

と
し
て
も
ワ
ク
チ
ン
、
マ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
万
全

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

　
重
症
化
防
止
策
に
万
全
を

三
浦

　
芳
一  

議
員

「
戸
田
市
行
動
計
画
の
見
直
し
で
対
応
」

議
員

　学
校
や
公
共
施

設
な
ど
に
率
先
し
て
設

置
す
べ
き
と
考
え
る
。

今
、
国
、
県
、
市
か
ら

補
助
金
が
出
る
が
、
一

般
家
庭
に
対
し
補
助
金

の
増
額
や
、
融
資
の
あ

っ
せ
ん
が
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

　公
共

施
設
に
つ
い
て
は
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。
補

助
金
増
額
や
融
資
は
各

自
治
体
の
制
度
を
参
考

に
検
討
し
た
い
。

水
循
環
セ
ン
タ
ー
上
部
利

用
と
太
陽
光
発
電
は

太
陽
光
発
電
の
促
進
を

▲

榎
橋
か
ら
見
た
文
展
橋
と
一
本
橋

▲

市
職
員
を
対
象
に
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
研
修
会
を
開
催

7
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ゆるキャラ　活用　ゆるキャラを活用しては

菅原　文仁　議員

「良いアイデアなので、考えたい」

レ
ジ
袋

　
割
り
ば
し
削
減

　

　
　
積
極
的

レ
ジ
袋
と
割
り
ば
し
削
減
に

　
　
積
極
的
な
取
り
く
み
を

馬
場

　
栄
一
郎 

 

議
員

「
機
会
を
と
ら
え
て
啓
発
に
努
め
る
」

議
員

　い
わ
ゆ
る
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
」
の
政
策
的
効
果

は
、
①
経
済
効
果( 

〝
ひ

こ
に
ゃ
ん
〟
で
１
７
０
億

円
と
の
算
出
も
）、
②
地

域
Ｐ
Ｒ
（
観
光
、
知
名
度

向
上
な
ど
）、
③
地
域
活

性
化
（
郷
土
愛
、
住
民
参

加
、
集
客
）
と
考
え
る
。

本
市
で
も
活
用
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

市
長

　市
政
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
や
Ｐ
Ｒ

の
観
点
か
ら
も
良
い
ア
イ

デ
ア
で
あ
る
の
で
、
今
後

考
え
た
い
。

議
員

　競
艇
の
収
益
は
設

立
以
来
、
市
財
政
に
大
き

く
寄
与
し
て
き
た
。
し
か

し
、
ピ
ー
ク
時
に
58
億
５

千
万
円
あ
っ
た
収
益
が
現

在
10
億
円
に
ま
で
低
下
し

て
お
り
、
い
つ
ゼ
ロ
配
当

に
陥
る
か
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
だ
。

中
長
期
的
に
は
競
艇
収

益
に
依
存
し
な
い
財
政
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

①
市
民
へ
の
ア

※

カ
ウ
ン

タ
ビ
リ
テ
ィ
を
果
た
す
、

②
時
代
に
合
っ
た
予

算
配
分
が
で
き
る
、

③
ゼ
ロ
配
当
リ
ス
ク

を
軽
減
す
る
、

な
ど
の
観
点
か
ら
、
基

金
な
ど
で
将
来
世
代
へ
と

ス
ト
ッ
ク
す
る
こ
と
や
重

点
施
策
へ
の
投
資
な
ど
、

基
本
的
な
使
途
基
準
を
示

す
条
例
や
使
途
活
用
委
員

会
の
立
ち
上
げ
な
ど
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

財
務
部
長

　今
後
は
、
予

算
編
成
方
針
に
競
艇
収
益

の
使
途
に
つ
い
て
明
記
し

て
、
市
民
に
公
開
し
て
い

き
た
い
。

議
員

　埼
玉
県
は
、
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
運
動
と
レ
ジ

袋
の
無
料
配
布
中
止
を
含

む
レ
ジ
袋
削
減
運
動
に
取

り
く
ん
で
い
る
。
啓
発
で

は
、
レ
ジ
袋
を
辞
退
さ
れ

る
方
は
１
～
３
割
程
度
だ

が
、
レ
ジ
袋
を
有
料
化
し

た
事
業
者
の
店
舗
で
は
、

レ
ジ
袋
を
辞
退
さ
れ
る
方

が
８
割
を
超
え
た
と
の
調

査
結
果
も
あ
る
。
ま
た
、

割
り
ば
し
は
、
約
97
％
が

海
外
か
ら
の
輸
入
で
あ

る
。
森
林
破
壊
に
つ
な
が

る
割
り
ば
し
の
削
減
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て

も
有
効
で
あ
る
。
本
市
も

積
極
的
に
レ
ジ
袋
や
割
り

ば
し
の
削
減
に
取
り
く
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

　本
年
５

月
に
市
内
大
規
模
小
売
店

舗
14
店
舗
と
戸
田
商
工
会

を
対
象
に
レ
ジ
袋
削
減
に

関
す
る
意
見
交
換
会
を
招

集
し
た
が
、
参
加
率
が
低

い
こ
と
か
ら
開
催
を
見
送

っ
た
。
業
界
全
体
の
足
並

み
が
そ
ろ
う
に
は
、
時
間

が
か
か
る
。
レ
ジ
袋
や
割

り
ば
し
の
削
減
に
は
機
会

を
と
ら
え
て
啓
発
に
努
め

て
い
き
た
い
。

加
し
て
い
る
本
市
で
は
、

か
な
り
厳
し
い
数
字
で
あ

る
。
本
市
の
削
減
目
標
は

ど
う
か
。

市
長

　こ
れ
か
ら
検
討
す

る
が
、
市
と
し
て
も
環
境

対
策
を
し
っ
か
り
取
り
く

ん
で
い
こ
う
と
の
姿
勢
で

あ
る
の
で
、
経
済
の
活
性

化
も
見
据
え
な
が
ら
、
国

や
県
を
参
考
に
し
て
い

く
。

議
員

　埼
玉
県
は
２
０
０

２
年
に
お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
を
２

０
０
５
年

比
25
％
削

減
目
標
を

示

し

た
。

こ
れ
は
国

の
目
標
よ

り
厳
し
い
。

人
口
が
増

※アカウンタビリティ……説明責任。

競
艇
収
益
の
使
途
基
準

を
明
確
化
せ
よ

本
市
の
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
目
標
は

▲

マ
イ
バ
ッ
グ
の
利
用
が
増
え
て
い
ま
す

▲県・市のキャラクターを幾つ言えま
すか
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一 般 質 問

※放課後子ども教室……放課後に空き教室などを活用し、地域の方がボランティアとして参加し、　

　　　　　　　　　　　子どもたちがスポーツ・文化活動などを行う取り組み。

議
員

　現
在
、
放

※

課
後
子

ど
も
教
室
へ
の
参
加
は
、

お
迎
え
が
条
件
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
条
件
を
取
り

除
き
、
す
べ
て
の
子
ど
も

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長

　帰

宅
時
の
児
童
の
安
全
確
保

を
考
え
る
と
困
難
。
し
か

し
、
今
後
開
催
さ
れ
る
運

営
委
員
会
で
、
ど
の
よ
う

な
改
善
策
が
あ
る
か
、
実

施
状
況
や
課
題
の
分

析
な
ど
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

議
員

　お
迎
え
を
条

件
に
入
れ
な
い
で
実

施
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
子
ど
も
の

居
場
所
と
し
て
、
す

べ
て
の
子
ど
も
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
整

備
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

議
員

　36
億
円
（
試
算
）

を
か
け
、
庁
舎
の
耐
震
化

を
行
う
考
え
だ
が
、
①
試

算
以
上
に
金
額
が
ふ
く
ら

む
可
能
性
は
。
②
庁
舎
の

耐
用
年
数
が
21
年
後
に
過

ぎ
る
。
庁
舎
建
て
替
え
の

考
え
は
。
③
市
民
の
声
を

広
く
聞
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

財
務
部
長

　①
現
時
点
で

上
乗
せ
し
て
い
く
考
え
は

な
い
。
②
建
て
替
え
に
つ

い
て
は
、
将
来
改
め
て
検

討
が
さ
れ
る
と
考
え
る
。

③
改
め
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
等
は
行
わ
な
い

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
提
供
は
行
っ
て
い

く
。

議
員

　今
、
市
民
生
活
が

一
層
苦
し
く
な
る
中
、
36

億
円
を
か
け
る
耐
震
化
に

つ
い
て
、
市
民
が
望
む
事

業
な
の
か
、
し
っ
か
り
と

市
民
に
問
う
て
進
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
要
望
す

る
。

放課後子ども教室
　　　お迎え条件　緩和　
放課後子ども教室参加の
　　　お迎え条件の緩和を

本田　哲　議員

「運営委員会で検討していく」

事
し
て
い
る
保
護
者
に

は
、
臨
時
保
育
所
を
準
備

す
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

議
員

　中
町
広
場
（
多
目

的
広
場
）
の
ト
イ
レ
は
、

利
用
頻
度
か
ら
考
え
、
ぜ

ひ
利
用
し
や
す
い
設
備
に

か
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

財
務
部
長

　暫
定
利
用
で

は
あ
る
が
、
今
後
、
改
修

す
る
場
合
は
検
討
し
た

い
。

議
員

　昨
年
度
末
で
緊
急

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
チ

ェ
リ
ッ
シ
ュ
」
が
終
了
し

た
。
今
後
の
病
児
・
病
後

児
支
援
を
市
と
し
て
の
対

応
を
求
め
る
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長

　平

成
21
年
度
か
ら
国
は
「
病

児
緊
急
預
か
り
対
応
基
盤

整
備
事
業
」
を
開
始
し
、

緊
急
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

を
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
埼
玉
県
内
で
は

厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
を

受
け
た
団
体
が
、
本
市
に

で
も
緊
急
時
に
対
応
す
る
。

議
員

　本
市
は
、
今
後
ま

す
ま
す
働
く
子
育
て
世
帯

が
多
く
な
っ
て
い
く
中
、

病
児
・
病
後
児
の
支
援
が

必
要
と
考
え
る
が
。

病
児
・
病
後
児
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
万
全

　

病
児
・
病
後
児
対
策
は

　
　
　
　
　
　
　
　
万
全
か

冨
岡

　
節
子  

議
員

「
従
来
ど
お
り
団
体
委
託
で
対
応
」

こ
ど
も
青
少
年
部
長

　本

事
業
は
、
働
き
な
が
ら
子

育
て
す
る
方
へ
の
子
育
て

支
援
で
あ
る
こ
と
を
十
分

認
識
し
て
お
り
、
こ
の
事

業
が
早
期
に
再
開
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

　新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
に
よ
り
、

す
べ
て
の
保
育

園
が
休
園
と
な

っ
た
場
合
の
対

応
は
。

こ
ど
も
青
少
年

部
長

　基
本
的

に
は
各
家
庭
で

見
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
従

市
庁
舎
の
耐
震
化
は

▲放課後子ども教室
( 喜沢小学校にて )

▲板橋区医師会病院の病児・病後児保育室

多
目
的
広
場
の

ト
イ
レ
の
改
善
を
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議
員

　①
家
庭
保
育
室
保

育
料
を
認
可
保
育
所
と
同

じ
く
所
得
税
に
応
じ
た
負

担
と
し
、
差
額
は
公
費
補

助
し
て
は
ど
う
か
。

②
認
可
保
育
所
に
２

人
以
上
の
児
童
が
入
所
し

た
場
合
の
保
育
料
減
免
制

度
を
家
庭
保
育
室
に
も
適

用
し
、
利
用
者
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長

　①

直
接
補
助
に
は
所
得
税
の

捕
捉
と
補
助
制
度
の
見
直

し
が
必
要
の
た
め
、

今
後
の
検
討
課
題

と
し
た
い
。

②
制
度
適
用
に

つ
い
て
も
、
補
助

制
度
の
見
直
し
が

必
要
の
た
め
、
今

後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

議
員

　国
が
低
年

齢
児
童
の
家
庭
的

保
育
の
場
と
し
て
、
保
育

マ
マ
の
制
度
化
を
進
め
て

い
る
。
本
市
は
待
機
児
童

の
多
く
が
低
年
齢
児
童
で

あ
り
、
今
後
の
需
要
も
強

い
と
予
想
さ
れ
る
。
制
度

導
入
の
考
え
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長

　国

や
実
施
自
治
体
の
状
況
を

見
る
と
と
も
に
、
現
在
、

家
庭
保
育
室
の
空
き
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
動

向
を
踏
ま
え
検
討
し
た

い
。

議
員

　道
路
交
通
法
改
正

に
よ
り
、
今
年
の
夏
ご
ろ

に
も
３
人
乗
り
自
転
車
が

解
禁
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。
普
及
へ
の
取
り
く
み

や
購
入
助
成
等
の
考
え
は
。

市
民
生
活
部
長

　今
後
も

交
通
安
全
啓
発
に
取
り
く

み
、
他
の
自
治
体
の
動
向

を
調
査
研
究
し
た
い
。

家庭保育室保育料
　　所得税に応じた　
家庭保育室保育料を
　　所得税に応じた負担に

鈴木　麗子　議員

「保育室補助制度の見直しが必要」

っ
た
音
楽
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
未
設
置
校
に
は
各

校
の
実
態
に
あ
わ
せ
た
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　外
部
指
導
者
の
導

入
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長

　現
在
、
金
管

バ
ン
ド
や
合

唱
等
に
関
す

る
ク
ラ
ブ
活

動
の
指
導
者

は
、
校
内
の

教
員
が
中
心

と
な
り
進
め

て
い
る
が
、

中
に
は
地
域

の
方
も
一
緒

に
な
っ
て
指

導
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る

学

校

も

あ

る
。
今
後
と
も
、
地
域
の

皆
さ
ま
や
、
音
楽
関
係
者

の
皆
さ
ま
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
音
楽
活
動
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

議
員

　楽
器
購
入
費
や
楽

器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
な
ど

財
政
的
な
支
援
の
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長

　金
管
バ
ン
ド

及
び
吹
奏
楽
部
の
活
動
に

必
要
な
楽
器
の
購
入
に
つ

い
て
は
、
現
在
楽
器
が
不

足
し
て
い
る
２
校
に
対
し

予
算
を
計
上
し
、
必
要
な

楽
器
の
購
入
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
他
の
小
中

学
校
に
対
し
て
も
、
学
校

か
ら
の
要
望
に
応
じ
、
予

算
の
範
囲
内
で
楽
器
の
購

入
を
予
定
し
て
い
る
。
来

年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、

楽
器
購
入
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、指
導
者
の
導
入
な
ど
、

音
楽
活
動
の
充
実
の
た
め

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　市
内
小
中
学
校
の

音
楽
活
動
に
連
続
性
を
持

た
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長

　現
在
、
小
学

校
10
校
、
中
学
校
４
校
で

金
管
バ
ン
ド
等
を
設
置
し

て
い
る
。
今
後
、
小
学
校

と
中
学
校
が
連
続
性
を
持

▲第 4回小中学校ふれあいコンサート

小
中
学
校

　
音
楽
活
動

　
　
充
実

小
中
学
校
の
音
楽
活
動
を

　
　
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は

山
崎

　
雅
俊  
議
員

「
実
態
に
あ
わ
せ
て
進
め
て
い
き
た
い
」

保
育
マ
マ
制
度
の

導
入
を

３
人
乗
り
自
転
車
の

普
及
促
進
を

▲ いよいよ街中に登場
する３人乗り自転車
（写真提供 ( 財 ) 自転
車産業振興協会）
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支
援
の
観
点
か
ら
、
今
後

の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

区画整理区域内
　　交通安全対策　
区画整理区域内の
　　交通安全対策に配慮を

細井　幸雄　議員

「不安の一掃に努めたい」

議
員

　土
地
区
画
整
理
事

業
区
域
内
の
新
し
い
道
路

に
は
道
路
標
識
が
な
く
、

交
通
事
故
が
心
配
で
あ

る
。
早
急
な
改
善
を
。

都
市
整
備
部
長

　部
分
供

用
は
事
業
の
施
行
者
で
あ

る
市
が
道
路
管
理
を
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

た
め
道
路
標
識
に
代
わ
る

看
板
等
で
注
意
を
喚
起
し

て
い
る
。
一
定
の
エ
リ
ア

単
位
等
で
道
路
認
定
を
行

い
、
道
路
標
識
が
設
置
さ

れ
る
よ
う
取
り
く

み
た
い
。

議
員

　芦
原
小
学

校
東
北
角
の
新
し

い
交
差
点
は
人
・

車
の
往
来
が
盛
ん

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

信
号
機
、
横
断
歩

道
を
早
急
に
設
置

す
べ
き
だ
。

都
市
整
備
部
長

　

既
に
蕨
署
に
申
し

入
れ
て
い
る
。
引
き

続
き
強
く
要
請
し
た
い
。

議
員

　新
し
い
道
路
に
は

夜
間
真
っ
暗
な
所
も
あ

る
。沿
線
住
民
へ
の
安
全
・

安
心
の
配
慮
は
供
用
開
始

に
不
可
欠
で
あ
り
、
早
急

な
改
善
を
図
る
べ
き
だ
。

都
市
整
備
部
長

　必
要
箇

所
に
東
京
電
力
の
電
柱
に

共
架
し
て
道
路
照
明
灯
を

設
置
し
て
い
る
。

市
民
生
活
部
長

　区
画
整

理
事
務
所
と
調
整
し
、
防

犯
灯
や
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

で
対
応
し
た
い
。

議
員

　消
火
活
動
に
不
可

欠
な
消
火
栓
、
防
火
水
槽

の
整
備
状
況
は
ど
う
か
。

消
防
長

　事
業
の
進
捗
に

あ
わ
せ
、
消
防
水
利
施
設

の
充
実
に
努
め
て
き
た
。

引
き
続
き
水
道
部
、
都
市

整
備
部
と
調
整
を
し
な
が

ら
一
層
の
整
備
充
実
を
図

り
た
い
。

た
が
、
改
正
の
考
え
は
。

教
育
長

　組
織
変
更
に
よ

り
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
業
務
を
市
の
部
局

へ
移
管
し
た
。
教
育
委
員

会
の
定
数
は
検
討
す
る
。

議
員

　教
科
書
採
択
に
お

い
て
は
、過
去
に
「
公
民
」

や
「
歴
史
」
教
科
書
に
問

題
が
あ
っ
た
。
歴
史
的
事

実
を
正
確
に
表
現
し
、
記

述
さ
れ
た
教
科
書
が
選
択

さ
れ
る
よ
う
、
教
育
長
に

強
く
要
請
す
る
。

教
育
長

　教
科
用
図
書
の

議
員

　教
育
委
員
会
に
関

す
る
法
改
正
で
、
責
任
の

明
確
化
や
体
制
の
充
実
、

教
育
長
の
職
務
等
が
改
正

さ
れ
た
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
の
定
数
も
改
正
さ
れ

教
育
委
員
会

　
改
革

教
育
委
員
会
の
改
革
は

高
橋

　
秀
樹  

議
員

「
組
織
改
正
に
よ
り
学
校
教
育
に
特
化
」

内
容
や
資
料
、
表
現
が
適

切
で
あ
り
、
学
習
指
導
要

領
に
定
め
ら
れ
た
目
標
達

成
の
た
め
、
最
も
適
し
た

も
の
を
採
択
す
る
。

議
員

　私
立
保
育
園
や
家

庭
保
育
室
に
は
、国
や
県
・

市
の
補
助
が
あ
る
。
企
業

内
保
育
所
に
は
県
の
補
助

は
あ
る
が
、
戸
田
市
の
補

助
制
度
は
な
い
。
企
業
内

保
育
所
は
、
病
院
の
看
護

師
確
保
や
雇
用
確
保
で
あ

る
。
病
院
の
公

共
性
、
企
業
育

成
を
考
慮
す
れ

ば
、
市
の
補
助

制
度
は
必
要
で

は
な
い
か
。

こ
ど
も
青
少
年

部
長

　企
業
内

保
育
所
は
市
内

に
６
ヵ
所
あ
る

が
、
就
業
機
会

の
拡
大
、
企
業

▲ 90人を超す乳幼児を保育している戸田中央総
合病院附属たんぽぽ保育園

歴
史
教
科
書
は
記
述
の

公
正
な
も
の
を

企
業
内
保
育
所
に
も

補
助
制
度
が
必
要
で
は

▲

安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
る
土
地
区
画
整
理

事
業
地
内
の
道
路
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市長　 ¬多選
　　
市長の ¬多選
　　　　についての考えは

召田　厚　議員

「多選による弊害はない」

¬¬

延
滞
税
率

　
高
す
ぎ
る

延
滞
税
率
は
高
す
ぎ
る

神
谷

　
雄
三  

議
員

「
改
善
を
要
望
し
て
い
き
た
い
」

議
員

　人
事
権
や
許
認
可

な
ど
権
力
の
集
中
、
首
長

の
顔
色
を
う
か
が
う
よ
う

に
な
る
こ
と
で
の
行
政
の

停
滞
、
無
関
心
か
ら
の
投

票
率
の
低
下
な
ど
、
多
選

は
様
々
な
弊
害
を
生
む
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
ど

う
か
。

市
長

　多
選
に
つ
い
て
は

種
々
議
論
が
交
わ
さ
れ
て

き
た
が
、
行
政
の
停
滞
な

ど
を
生
む
要
因
は
多
選
自

体
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

癒
着
な
ど
を
生
む
政
治
風

土
や
環
境
に
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
判
断
を
最
終
的

に
下
す
の
は
市
民
で
あ
る
。

議
員

　政
策
研
究
所
で
の

調
査
・
研
究
課
題
で
は
取

り
上
げ
な
い
の
か
。

副
市
長

　課
題
が
山
積
し

て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
は

考
え
て
い
な
い
。

議
員

　今
年
度
よ
り
全
小

学
校
で
二
学
期
制
が
完
全

実
施
さ
れ
る
が
、
①
試
行

の
検
証
と
実
施
に
至
っ
た

結
論
に
つ
い
て
、
②
授
業

時
数
は
ど
の
く
ら
い
増
え

た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
使

途
に
つ
い
て
、
③
通
知
表

に
よ
る
査
定
が
３
回
か
ら

２
回
と
な
る
が
、
学
力
向

上
に
対
す
る
取
り
く
み
を

伺
う
。

教
育
部
長

　①
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
に
よ
り
種
々
検
討

し
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。
②
授
業

時
数
は
17
時
間
程

度
増
と
な
り
、
行

事
や
授
業
な
ど
教

育
活
動
の
充
実
に

活
用
す
る
。
③
増

え
た
時
間
な
ど
を

活
用
し
、
児
童
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
や

保
護
者
と
の
面
談

な
ど
学
力
の
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う

取
り
く
む
。

▲

上
手
に
演
奏
で
き
る
か
な
…
…

第
一
小
学
校
に
て

議
員

　税
金
を
滞
納
す
る

と
、延
滞
利
率
は
14
・
６
％

と
極
め
て
高
い
利
率
と
な

っ
て
い
る
。
期
限
内
納
税

を
促
進
す
る
た
め
と
は
い

え
、
あ
ま
り
に
も
懲
罰
的

な
利
率
で
あ
る
。
一
方
、

短
期
間
で
あ
れ
ば
、
軽
減

税
率
の
適
用
も
あ
る
。
こ

の
考
え
方
は
年
７
・
３
％

か
、
前
年
11
月
末
時
点
の

公
定
歩
合
プ
ラ
ス
４
％

の
、
い
ず
れ
か
低
い
方
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

14
・
６
％
に
も
採
用
し
て
、

例
え
ば
前
年
11
月
末
の
公

定
歩
合
プ
ラ
ス
８
％
と
比

較
し
て
低
い
方
を
採
用
す

る
考
え
方
が
あ
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
。市
は
、

市
長
会
な
ど

で
意
見
を
統

一
し
て
国
に

要
求
す
べ
き

で
は
な
い

か
。
国
が
変

更
し
な
い
と

い
う
な
ら

ば
、
地
方
だ

け
で
も
採
用

で
き
る
よ
う

Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
組
ま
な
い

で
、
以
前
の
手
作
業
で
こ

な
す
な
ど
、
対
象
者
数
で

目
安
を
設
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
シ
ス
テ
ム
完
成

ま
で
の
時
間
が
省
け
、
行

政
の
ス
ピ
ー
ド
感
も
出
る
。

市
長

　私
も
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
担
当
の
他
の
事

業
も
あ
っ
て
、
慎
重
に
考

え
て
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ

と
に
し
た
が
、
指
摘
さ
れ

た
点
も
あ
る
の
で
、
今
後

よ
く
研
究
し
て
い
き
た
い
。

に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

財
務
部
長

　延
滞
金
は
、

納
期
内
に
納
付
し
た
方
と

の
公
平
の
確
保
と
滞
納
防

止
の
観
点
か
ら
設
け
ら
れ

て
い
る
。
税
務
会
議
な
ど

軽
減
の
実
現
に
向
け
て
要

望
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　新
規
事
業
の
対
象

者
数
が
数
十
人
な
ど
少
数

の
ケ
ー
ス
は
、
高
額
の
Ｉ

▲税は健全財政の柱です

対
象
者
数
で
目
安
を

三
学
期
制
か
ら
二
学
期

制
に
す
る
意
義
は
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議
員

　認
可

保
育
所
を
希

望
し
て
入
所

で
き
な
い
児

童
が
６
月
１

日
現
在
１
６

８
名
と
な
っ

て
い
る
。
今
後

さ
ら
に
、
増
加

す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
、
緊

急
に
保
育
所

を
建
設
す
べ

き
と
考
え
る

が
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長

　今

後
も
入
所
希
望
者
が
増
加

す
る
と
の
認
識
を
持
っ
て

お
り
、
市
と
し
て
も
早
急

に
対
策
を
検
討
す
る
。

議
員

　①
物
議
を
か
も
し

た
「
定
額
給
付
金
」
は
、

年
度
替
わ
り
の
多
忙
な
時

期
の
自
治
体
に
大
変
な
負

担
と
混
乱
を
招
い
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
給

付
金
の
振
込
み
が
遅
い
」

「
申
請
書
の
字
が
小
さ
く
、

わ
か
り
づ
ら
い
」
な
ど
、

多
く
の
苦
情
が
あ
っ
た

が
、
市
と
し
て
ど
こ
に
原

因
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

②
市
民
に
わ
か
り
や

す
い
文
書
作
成
を
研
究
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長

　①
柔
軟
か
つ

迅
速
な
対
応
を
図
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
間

違
い
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
十
分
な
チ

ェ
ッ
ク
を
行
な
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
初
期
の
段
階

で
は
添
付
書
類
の
不
備
な

ど
の
件
数
が
多
く
、
そ
の

対
応
に
予
想
以
上
の
時
間

を
要
し
た
こ
と
が
原
因
と

考
え
ら
れ
る
。

②
情
報
量
に
見
合
っ

た
紙
面
の
大
き
さ
、
わ
か

り
や
す
い
文
書
の
研
究
も

大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
契
機
に
改
善
し
て

い
き
た
い
。

保育所待機児童　解消　保育所待機児童の解消を

花井　伸子　議員

「早急に対策を検討する」

慮
し
、
検
討
を
求
め
る
。

都
市
整
備
部
長

　橋
を
架

け
る
に
は
、
双
方
の
地
域

の
要
請
が
不
可
欠
で
あ

る
。
人
道
橋
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
動
向
を

注
視
し
、
さ
ら
に
県
と
も

協
議
し
て
い
く
。

議
員

　①
地
デ
ジ
移
行
の

市
民
周
知
に
対
し
、
懇
切

丁
寧
な
説
明
が
必
要
と
思

う
が
、市
の
取
り
く
み
は
。

②
高
齢
者
や
障
が
い
者

世
帯
に
対
し
、
受
信
に
必

要
な
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長

　①
広
報
８
月

号
で
わ
か
り
や
す
い
内
容

の
特
集
を
組
み
、
９
月
に

デ

※

ジ
サ
ポ
に
よ
る
説
明
会

を
予
定
し
て
い
る
。

福
祉
部
長

　②
現
段
階
で

は
、
市
独
自
の
助
成
は
考

え
て
い
な
い
。

議
員

　笹
目
川
に
架
か
る

山
宮
橋
と
根
木
橋
間
は
距

離
が
長
い
た
め
、
中
間
に

人
道
橋
の
設
置
の
要
望
が

住
民
や
市
政
座
談
会
の
中

で
も
出
さ
れ
て
い
る
。
川

を
挟
む
両
住
民
の
利
便
性

を
図
る
上
で
も
、
新
設
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
も

笹
目
川　

　
　
　
人
道
橋

　
新
設

笹
目
川
（
山
宮
橋
―
根
木
橋
間
）

　
　
　
に
人
道
橋
の
新
設
を

手
塚   

静
枝  

議
員

「
協
議
会
案
の
提
示
後
、
設
置
の
是
非
を
検
討
」

ら
い
た
い
。

都
市
整
備
部
長

　笹
目
川

左
岸
側
の
新
曽
中
央
地
区

で
は
、
現
在
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
で
、
市
に
提
示

す
べ
く
「
ま
ち
づ
く
り
整

備
計
画
（
案
）」
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。
市
と
し

て

協

議

会

（
案
）
が
提
示

さ
れ
た
後
、

内
容
確
認
を

行
い
、
人
道

橋
設
置
の
是

非
に
つ
い
て

検
討
を
進
め

て
い
く
。

議
員

　右
岸

側
の
笹
目
地

区
の
方
々
の

利
便
性
を
考

▲笹目地区と新曽地区の架け橋を

▲

待
機
児
童
が
多
い
中
、
３
月
末
で
閉
園
に
な

っ
た
戸
田
駅
前
こ
だ
ま
保
育
園

地
デ
ジ
導
入
費
の
助
成

と
懇
切
丁
寧
な
周
知
を

「
定
額
給
付
金
が
遅
い
」

と
の
市
民
の
声
が

※デジサポ…埼玉県テレビ受信者支援センター
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議
員

　群
馬
県
で
の
無
届

け
老
人
ホ
ー
ム
火
災
事
故

は
、
行
き
場
の
な
い
高
齢

者
の
実
態
を
示
し
た
。
本

市
で
は
ど
う
か
。
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
新
設
の
検

討
は
進
ん
だ
の
か
。

福
祉
部
長

　本
市
に
は
無

届
け
施
設
は
な
く
、
今
後

も
入
居
は
さ
せ
な
い
。
特

養
ホ
ー
ム
は
最
適
な
手
法

を
検
討
中
で
あ
る
。

議
員

　３
月
議
会
で
市
有

地
の
活
用
を
提
案
し
た

が
、
そ
の
後
の
検
討
は
。

財
務
部
長

　現
在
、
活
用

可
能
な
土
地
の
調
書
を
整

理
中
で
、
こ
れ
か
ら
各
部

署
の
意
向
を
聞
く
。
期
待

さ
れ
る
効
果
や
市
の
将
来

像
、
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
総

合
的
な
見
地
か
ら
、
用
地

の
有
効
活
用
を
決
め
た
い
。

議
員

　公
立
保
育
園
と
同

様
に
、
耐
震
診
断
や
耐
震

補
強
工
事
、
建
て
替
え
が

行
え
る
よ
う
支
援
を
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長

　大

切
な
お
子
さ
ん
を
預
か
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
建

て
替
え
に
当
た
っ
て
の
課

題
も
あ
り
、
個
々
の
ケ
ー

ス
で
異
な
る
の
で
、
現
状

把
握
を
し
、
今
後
、
支
援

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

議
員

　家
庭
保
育
室
な
ど

認
可
外
保
育
施
設
の
保
育

料
の
負
担
軽
減
を
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長

　

他
市
の
保
育
料
補
助
も

い
ろ
い
ろ
な
形
で
や
っ

て
お
り
、
ま
ず
は
現
状

把
握
し
た
い
。

議
員

　家
庭
保
育
室
へ
の

委
託
費
も
少
な
い
。
格
差

是
正
へ
、増
額
を
求
め
る
。

特養ホーム建設
　　　　　検討　
特養ホーム建設の
　　　　　検討は進んだか

岡嵜　郁子　議員

「活用可能な土地を整理している段階」

ん
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
れ
ば
、
普
段
か
ら
安

心
し
て
生
活
で
き
る
。
今

後
、
警
察
や
救
急
と
の
協

力
、
自
殺
問
題
に
関
連
が

あ
り
そ
う
な
職
員
へ
の
研

修
活
動
な
ど
で
対
策
を
強

化
で
き
な
い
か
。

医
療
保
健
セ
ン

タ
ー
事
務
長

　

現
在
は
、
心
の

ト
ラ
ブ
ル
や
悩

み
事
な
ど
へ
の

相
談
や
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
、「
事
前
予
防
」

に
着
手
し
た
ば

か
り
だ
。
今
後
、

実
態
調
査
や
体

制
づ
く
り
を
進

め
た
い
。

議
員

　自
殺
リ
ス
ク
が
高

い
方
へ
の
積
極
的
な
対
応

を
増
や
す
べ
き
。例
え
ば
、

自
殺
未
遂
に
は
警
察
や
救

急
が
対
応
し
て
い
る
。
自

殺
未
遂
者
の
情
報
提
供
を

受
け
、
ケ
ア
す
る
取
り
く

み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務

長

　専
門
研
修
を
職
員
に

受
講
さ
せ
て
人
材
育
成
し
、

対
策
に
取
り
く
み
た
い
。

消
防
長

　傷
病
者
の
個
人

情
報
保
護
に
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

総
務
部
長

　個
人
情
報
保

護
条
例
に
よ
れ
ば
、
本
人

の
同
意
が
あ
れ
ば
情
報
提

供
は
可
能
。

議
員

　今
後
の
社
会
状
況

に
よ
っ
て
は
、
本
市
で
も

自
殺
者
が
急
増
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
情
報
収
集
や

研
修
・
啓
発
活
動
な
ど
、

早
急
に
や
れ
る
こ
と
か
ら

や
っ
て
い
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

議
員

　全
国
の
自
殺
者
数

は
11
年
連
続
で
３
万
人
を

超
え
る
「
高
止
ま
り
」
の

状
態
に
あ
る
。
本
市
内
で

も
毎
年
、
自
殺
や
自
殺
未

遂
が
発
生
し
て
い
る
。
だ

れ
で
も
精
神
的
に
追
い
詰

め
ら
れ
る
こ
と
は
起
こ
り

得
る
。
そ
の
時
に
、
き
ち

▲目標に向ってスタート！

　
　
　
景
況
悪
化

　
　
　
　

　
　
　
自
殺
対
策

更
な
る
景
況
悪
化
に
備
え
、

　
　
　
自
殺
対
策
の
強
化
を

酒
井

　
郁
郎  
議
員

「
体
制
整
備
な
ど
の
準
備
を
始
め
た
い
」

▲願いごとがいっぱい…新曽保育園
の七夕まつり

民
間
保
育
園
の
耐
震
化

な
ど
官
民
格
差
是
正
を
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並
み
を
形
成
し
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。

二
学
期
制
の
導
入
を
通

じ
て
�
児
童
生
徒
に
向
き

合
�
て
い
こ
う
と
い
う
石

狩
市
の
姿
勢
に
は
好
感
が

持
て
ま
し
た
�
札
幌
市
�

旭
川
市
と
も
に
�
基
準
を

設
け
て
秩
序
あ
る
町
並
み

を
形
成
に
し
て
い
こ
う
と

し
て
お
り
�
高
度
地
区
や

景
観
計
画
を
定
め
た
ば
か

り
の
戸
田
市
の
現
状
を
考

え
て
い
く
上
で
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
�

り
、
利
便
性
の
よ
い
地
域

で
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が

活
発
化
し
、
周
辺
住
民
と

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま

し
た
。
紛
争
の
防
止
と
解

決
を
図
る
た
め
、
市
内
の

ほ
ぼ
全
域
に
高
さ
制
限

（
高
度
地
区
）
を
設
け
ま

し
た
。

旭
川
市
で
は
、
景
観
計

画
を
策
定
し
、
市
内
全
域

を
景
観
計
画
区
域
と
し
、

自
然
と
調
和
し
た
景
観
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
特
に
旭
川
駅
周
辺

で
は
、
細
や
か
な
制
限
を

定
め
て
統
一
感
の
あ
る
町

文教・建設 

市民生活 

総 　 務  

健 康 福 祉

 

北海道　石狩市
札幌市
旭川市

景観計画を策定し、
自然と調和した景観づくり

新
地
方
公
会
計
制
度
で

　的
確
な
財
政
状
況
の
把
握

岐
阜
県

　各
務
原
市

三
重
県

　
　名
張
市

文
教
・
建
設
 

市
民
生
活
 

総
　
務
 

健
康
福
祉 

各
務
原
市
で
は
、
財
政

状
況
の
長
期
的
・
総
合
的

把
握
の
た
め
の
新
地
方
公

会
計
制
度
の
う
ち
、
基
準

モ
デ
ル
に
よ
る
財
務
４
表

を
作
成
し
、
コ
ス
ト
の
明

確
化
、
現
役
・
将
来
世
代

の
負
担
の
状
況
等
が
把
握

で
き
た
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。

名
張
市
で
は
７
割
の
市

民
が
合
併
反
対
と
の
住
民

投
票
結
果
か
ら
、
自
立
の

道
を
選
択
、
自
治
基
本
条

例
を
制
定
し
、
市
民
参
加

の
保
障
、
市
の
区
や
自
治

会
へ
の
支
援
、
個
人
や
企

業
と
市
議
会
、
市
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
規

定
し
て
い
ま
す
。

会
計
制
度
改
革
の
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
�
に
な
る
た

行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト 
行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト 
行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト 
常
任
委
員
会 

意
見
・
感
想

石
狩
市
で
は
、
地
域
の

実
態
に
合
っ
た
特
色
の
あ

る
教
育
課
程
を
編
成
す
る

た
め
、
平

成
19
年
度

に
小
学
校

で
、
平
成

20
年
度
に

中
学
校
で

二
学
期
制

を
完
全
実

施
し
ま
し

た
。札

幌
市

で
は
、
都

心
回
帰
の

傾
向
に
よ

め
の
大
切
な
要
素
を
学
べ

た
と
思
い
ま
す
�
共
に
切

磋
琢
磨
し
た
い
で
す
�
ま

た
�
自
治
基
本
条
例
は
各

自
治
体
の
特
性
を
生
か
し
�

市
民
�
行
政
�
議
会
が
一

体
で
策
定
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
�

委 員 会 年間テーマと活動内容 閉会中の日程

総 務
①自治基本条例　②新地方
公会計制度　③行政ＩＴ化
による効率性と経済性

7/13
8/20

文教・

建設

①所管する小・中学校などの
施設や区画整理事業などの現
地視察　②いじめ問題
③スクール・ニューディール

6/26
7/13
8/21

健康福祉
①医療保健福祉計画……福
祉の杜建設計画及び医療保
健センター等建て替え計画

7/17
8/20

市民生活
①低炭素社会と市民生活　
②危険箇所総点検運動

7/21
8/20

意
見
・
感
想

▲

５
月
14
日

　旭
川
市
役
所
に
て

▲

５
月
13
日

　名
張
市
役
所
に
て
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が
当
た
る
と
い
う
も
の
。

こ
れ
は
、
楽
し
み
な
が
ら

環
境
に
優
し
い
行
動
を

と
い
う
発
想
で
、
21
年
度

か
ら
は
、「
マ
イ
は
し
」

持
参
に
も
シ
ー
ル
を
発

行
し
ま
す
。

広
島
市
の
地
球
温
暖
化

対
策
で
は
、
１
９
９
０
年

度

と

比

較

し

て
、

２
０
５
０
年
度
に
70
％
、

２
０
３
０
年
に
50
％
の

削
減
を
目
指
し
ま
す
。
こ

の
削
減
に
は
、
社
会
経
済

シ
ス
テ
ム
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
抜
本
的
変
革

が
必
要
で
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。

特
に
広
島
市
の
視
察
を

通
じ
て
�
本
市
と
し
て
も

中
長
期
的
な
具
体
的
目
標

を
立
て
る
必
要
が
あ
る
�

ま
た
�
行
政
・
市
民
・
企

業
等
の
義
務
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
�
さ
ら
に
�

地
球
温
暖
化
防
止
の
対
策

は
�
全
庁
的
な
体
制
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
と
の
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
�

▲

さくら川を視察 ▲

芦原小学校を視察

▲医療保健センターとろうけんを視察

文教・建設 

市民生活 
総 　 務  

健 康 福 祉

 

広島県　福山市
　広島市

みんなの努力で温暖化防止

全
職
員
参
加
の
健
全
経
営

推
進
8
部
会
で
経
営
再
建

香
川
県

　坂
出
市

岡
山
県

　井
原
市

文
教
・
建
設
 

市
民
生
活
 

総
　
務
 

健
康
福
祉 

香
川
県
坂
出
市
の
市
立

病
院
は
、
25
億
円
あ
っ
た

不
良
債
権
を
医
療
職
参
加

の
予
算
編
成
、
健
全
経
営

推
進
８
部
会
の
取
り
く
み

に
よ
り
、
す
べ
て
を
解
消

さ
せ
ま
し
た
。

経
営
改
善
を
行
い
つ
つ

も
、
離
島
へ
の
巡
回
診
療
、

救
急
隊
員
と
の
勉
強
会
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

岡
山
県
井
原
市
で
は
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
公
民

館
の
複
合
施
設
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、

幼
稚
園
部
と
保
育

園
部
の
子
を
一
緒

に
保
育
す
る
こ
と

で
、
所
属
の
変
更

が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
、
子
供
た
ち
の

環
境
を
変
え
ず
に

保
育
が
継
続
で
き

て
お
り
ま
し
た
。

坂
出
市
と
戸
田
市
で
は
�

規
模
や
地
域
の
状
況
�
社

会
情
勢
が
異
な
り
ま
す

が
�
公
的
医
療
機
関
に
必

要
な
も
の
は
�
施
設
の
使

命
と
役
割
�
何
の
た
め
の

公
的
医
療
機
関
な
の
か
を

明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る

と
学
び
ま
し
た
�

福
山
市
の
「
エ
コ
で
え

～
こ
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
利
用
で

レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
か

っ
た
人
に
エ
コ
シ
ー
ル

を
発
行
し
、
抽
選
で
商
品

意
見
・
感
想

意
見
・
感
想

▲

５
月
13
日

　坂
出
市
立
病
院
に
て

▲

５
月
14
日

　広
島
市
役
所
に
て

常任委員会
の動き

常任委員会
の動き

常任委員会では年間の活動テーマを定めて調査活動を行っています。
６月定例会終了後の活動状況と予定は次表のとおりです。
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とだ市議会
本年２月にリニューアルした議会の面々。
その見どころ、聞きどころをご案内します。各 駅 停 車各 駅 停 車

開会 説明 質疑 質問 委員会 委員長報告 討論 採決 閉会

委員会

議案を専門的に審査するため、担当の常任委員会（総
務、文教・建設、健康福祉、市民生活）に付託します。
付託を受けた委員会では、担当部課長から詳しい説
明を受け、質疑等を行った後、委員会としての結論を
出します。
常任委員会と特別委員会（交通対策、議会だより）
は傍聴することができます。

委員長報告
委員会の審査の概要と結果について、委員長から報
告を行います。
議案ごとにどういう質疑や意見が委員会で交わされ
たかを、所属議員以外にもわかるようにピックアップ
して報告されます。

質問

　
議長の諮問機関と

して、議会運営委員会が
あります。議会を効率的に進
行していくために各会派の議員
で構成されています。会期日程、
当日の会議の進行方法、議案の審
議手順、不穏当な発言に対する取
り扱いなど、議会の運営に関す
るものはすべてと言ってい
いほど、ここで論議さ
れます。

ち ょ っ と 一 服

▲

議
場
の
選
挙
開
票
風
景

市政に関することであれば、何でも質
問できるのが一般質問です。政策提言の
中身もさることながら、やはり丁々発止
の質問・答弁のやりとりは、“言論の府”
である議会の醍醐味の一つです。
質問には制限時間があり、答弁を含め
ない純然たる質問時間を一人35分以内と
申し合わせで定めています。しかし、物

事に熱中すると、時間を忘れるのが人の
常。そこで、議場内ではタイマー表示で
公正・公平に時間を管理しています。
質問人数の制限は本市では行なってい
ません。平成 17年 12月議会では、議長
を除く 26人中、22人の議員が一般質問
をしたという例があります。
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とだ市議会
本年２月にリニューアルした議会の面々。
その見どころ、聞きどころをご案内します。各 駅 停 車各 駅 停 車

開会 説明 質疑 質問 委員会 委員長報告 討論 採決 閉会

説明
議会の初日には、議案の説明が市長と担当部長から
行われます。
そのほかに市長から報告事項として、前議会の終了
後から現在までの市政のできごとなどの報告がありま
す。
本年３月の予算議会では、将来にわたる市の方向性
を述べる市長の施政方針と総括説明は 50分以上の時
間に及び、将来の都市像として “オアシスのようなま
ち” が新たに示されたところです。

討論・採決
採決の前に行う「討論」も議会の花形です。案件に対して、自分
はなぜ賛成か反対かの理由を述べ、自分の意見を表明することであ
り、表決の前提として討論が行われます。
採決は、多数決で決定されます。
議案が否決された例は、議員提出議案を含めると昭和の年代では
結構な数にのぼります。
賛成・反対が同数という「可否同数」の例は、昭和の年代では幾
例かありますが、平成となってからは 14年３月の一事例です。こ
こでは起立採決の結果、13対13の同数のため、議長がイエスかノー
かを決めました。議会の行司役でもある議長にとっては、最も気の
抜けない場面と言えるのではないでしょうか。
会議録検索システムの詳細検索で「可否同数」と入力してみてく
ださい。委員長報告から委員会の事例なども見ることができます。

質疑
議案の疑問点を提案者に聞きただす場
面です。質疑を行おうとする議員は、事前
に何を聞きたいかという質疑の通告書を
議長に提出します。質疑の回数は、一つの
案件に対して３回までとしています。
質疑の通告内容については、一般質問と
同様に、会議録検索システムの「質問通告」
から事前に見ることができます。

◇会議は年 130回◇
26人の議員で構成され、定例会・臨時

会などの会議のほか、常任委員会や特別
委員会の委員として開催される議会内の
会議は延べ年 130回、審議案件は 150件

　 　
多様化する時代

にあわせて、議会メディ
アもパワーアップを図ってい
ます。
本年 12月定例会から、議会の録

画中継も見られるように現在作業中
です。
そのほか、会議録検索システム、
議会だより、web かわら版、会
議録なども改善を図り、議会
の情報をどしどし発信し
てまいります。

議 会 の 情 報

にのぼります。
“議会は何をやっているの”との声にお
こたえして、本会議を中心に、その見ど
ころ、聞きどころをご案内します。
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プレイバック

あ
れ
か
ら
○
年
！

あ
の
質
問
は
ど
う
な
�
た
？

市
の
行
政
全
般
に
対
し
質
問
で
き
る
の
が
〝
一
般
質

問
〟
で
す
。
本
定
例
会
で
も
多
く
の
議
員
が
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
提
案
し
て
、
そ
れ
っ
き
り
と
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
担
当
部
局
で
慎
重
に
調
査
・
研
究
し
、

実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
、
成
果
が
早
く
出
て
く
る

も
の
、
10
年
・
20
年
後
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
も
の

な
ど
な
ど
…
。

今
回
は
第
一
弾
と
し
て
、
2
例
を
紹
介
し
ま
す
。

平成９年３月定例会一般質問

（議会だより109号）

平成９年３月定例会一般質問

（議会だより109号）

議員

市民部長

「戸田公園駅に出張所を設置して
はどうか」

「市内３駅の中で戸田公園駅の利用者が多く、全体の
４５％を占めている。場所や人員の問題、関係機関と
の調整もあり、今後の研究課題としたい」

平成21年３月23日　戸田公園駅前行政センター
整備事業予算１億 8149 万円を可決しました。

戸田公園駅西口のこの場所に鉄骨造３階建てで行政セ
ンターが建設されます。平成 22 年度にオープンの予
定です。

こたえ

そして

※　同様の質問は多数

ケース1ケース1
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平成１６年３月定例会一般質問

（議会だより138号）

平成１６年３月定例会一般質問

（議会だより138号）

議員

都市整備部長

「本市でもド
※

ッグランの設置を検
討しては」

「犬を飼っている方、飼っていない方、双方の意見が集
約され、広く市民の理解が得られる環境が整うことが
重要。用地確保や費用負担、管理運営体制、飼い主の
マナーなどの課題等を踏まえ、今後十分検討したい。」

平成 21 年４月４日　彩湖・道満グリーンパーク
内にドッグランがオープンしました。

こたえ

そして

※　同様の質問：17 年 12 月定例会、

　　　　　　　  19 年６月定例会

傍聴者アンケート

平成 21 年 6月定例会分

６月定例会で傍聴者アンケートを

実施しましたところ、47 名の方々か

ら回答をいただきました。

一般質問が興味No.1 ！

○性別…女性が 64％を占めていま
す。

○年齢別…60 歳以上で 83％
○知りたい議会情報…「一般質問」
「請願」「議員の活動状況」がベス

ト３。

○議会だよりの読者率…「よく読
む方」が 66％、「ときどき読む」

34％でした。

○議会だよりで興味ある紙面…「一
般質問」「討論」「議案・予算の概要」

がベスト３。

○ web かわら版…「よく見る、と
きどき、見たことがある」を合わ

せると 45％。「見たことがない方、

知らない方」を合わせると 45％と、

同率。

○インターネット議会中継 .…「見
たことがない、知らない方」を合

わせると 68％で、「よく見る、見

たことがある」の 23％を圧倒。

○インターネット録画中継…「見た
い」は 36％、「見たいがホームペー

ジを見る環境にない」が 28％、「未

回答」が意外に多く 28％でした。

○意見・感想…12 名の方から寄せら
れました。議会ホームページに掲

載していますので、併せてご覧く

ださい。

※貴重なご意見等は、検討のうえ、

今後の議会運営や議会だよりの編集

に生かしてまいります。

何回も来ています。この時期、シャ
ワーミストはありがたいし、珍しいです
よ。臭い消しのペットボトルとか、設備
は細やかだし、利用者のマナーもいいか
ら、安心して利用できます。希望を言うと、
朝から利用できたり、もっと日陰がある
といいですね。

１時間かけて初めて来まし
た。管理人の方は親切で、広
くていいところですね。下が
芝なので、こんなに走り回っ
ているのを見るのはうれしい
です。

6 月 29 日、お二人（川越か
ら来られた女性の方、戸田
市在住の男性の方）から話
を聞きました。ありがとう
ございました。

6月 29 日、お二人（川越か
ら来られた女性の方、戸田
市在住の男性の方）から話
を聞きました。ありがとう
ございました。

傍聴者アンケート

御協力
ありがとうございました。

※ ドッグラン……犬のリード（引きひも）を外して不特定多数の犬を自由に遊ばせることができる専用の場所

ケース2ケース2



夏
真
っ
盛
り
…
委
員
か

ら
、
さ
ら
に
ホ
ッ
ト
な

便
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

「
親
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
こ
の

世
で
の
生
命
を
与
え
る
と
同
時

に
、
こ
の
世
で
生
き
る
道
を
教
え
導
く
、

最
初
の
教
師
な
の
で
す
。」
こ
の
言
葉
を

目
に
し
た
と
き
、
ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　
私
の
心
は
、
ま
だ
成
長
期
で
、
子
ど

も
に
抜
か
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

（
と
）

ど
も
の
笑
顔
に
感
謝
！
毎
朝
、
小
学

校
児
童
の
登
校
時
に
子
ど
も
見
守
り

隊
員
と
し
て
、
通
学
路
を
安
心
・
安
全
に

学
校
に
行
け
る
よ
う
に
と
巡
回
し
て
い
ま

す
。
挨
拶
に
「
お
は
よ
う
」
と
一
人
ひ
と

り
に
声
を
か
け
る
と
、
同
じ
よ
う
に
「
お

は
よ
う
」
と
返
っ
て
き
ま
す
。

　
朝
か
ら
元
気
が
出
る
よ
！
あ
り
が
と

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
す
）

ん
で
み
た
く
な
る
紙
面
づ
く
り
に

終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
号
か

ら
一
気
に
最
大
24
％
も
文
字
数
を
減
ら

し
ま
し
た
。
え
？
「
字
数
の
問
題
だ
け

じ
ゃ
な
い
」。
そ
う
で
す
よ
ね
。
読
み

や
す
い
表
現
に
も
、
今
後
皆
で
取
り
く

ん
で
い
き
ま
す
。
読
ん
で
い
た
だ
い
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　

(

Ｕ)

孫
が
生
ま
れ
、
早
い
も
の
で
５
ヵ

月
が
た
っ
た
。「   

」
さ
ん
も
５

月
に
初
孫
が
生
ま
れ
た
。
巷
は
ま
さ
に

孫
づ
く
り
真
っ
最
中
。

　
少
子
化
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
貢
献
。
ま
ご

ま
ご
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
　 

(

Ｉ)
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本紙は環境に配慮し、再生紙と、「大豆油インキ」を使用しています。

（
掲
載
し
た
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
）

七
ヶ
浜
町
議
会
は
、
作
業
分
担
を

決
め
て
、
委
員
が
共
同
で
作
業
に
取

り
組
む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

議
会
の
幅
広
い
活
動
を
取
り
上
げ

た
「
こ
れ
も
議
会
の
仕
事
で
す
」
や
、

「
町
民
の
声
」
の
追
跡
記
事
版
な
ど
、

強
烈
な
企
画
と
レ
イ
ア
ウ
ト
は
刺
激

的
で
す
。「
次
は
最
優
秀
賞
を
狙
う
」

と
の
言
葉
か
ら
、
力
強
い
自
信
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

広
野
町
議
会
は
、
町
村
議
会
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
最
優
秀
賞
を
は
じ

め
４
年
連
続
の
受
賞
歴
を
誇
り
、
レ

イ
ア
ウ
ト
、
見
出
し
の
巧
み
さ
、
記

事
の
重
厚
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

大
胆
で
政
策
的
な
表
紙
づ
く
り
に

特
色
が
あ
り
、
広
野
の
歴
史
と
し
て

保
存
さ
れ
る
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

３
月
号
は
28
ペ
ー
ジ
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
な
が
ら
、
発
行
ま
で
１
ヵ
月
と
い

う
編
集
体
制
の
妙
は
、
委
員
と
職
員

の
連
携
作
業
に
あ
り
ま
し
た
。

風
土
が
異
な
る
地
で
培
わ
れ
て
き

た
貴
重
な
編
集
方
法
な
ど
を
学
ぶ
と

と
も
に
�
意
見
交
換
で
は
�
編
集
の

ヒ
ン
ト
と
な
る
多
く
の
示
唆
を
い
た

だ
き
ま
し
た
�
多
様
な
メ
デ
�
ア
を

活
用
し
て
相
乗
効
果
が
発
揮
で
き
る

よ
う
�
議
会
広
報
の
充
実
に
向
け
て

改
善
を
図
�
て
ま
い
り
ま
す
�

▲七ヶ浜町議会の編集委員の皆さんと

◎  9 日	 県南都市問題協議会役員会
◎ 10 日	 一区市議会議長会定期総会
◎ 13 日	 議会だより編集委員会／総務常任委員会
◎ 14 日	 開封市人代友好訪問団表敬訪問
◎ 16 日	 議会だより編集委員会
◎ 17 日	 文教・建設常任委員会、健康福祉常任委員会、
　　　　 市民生活常任委員会／県市議会議長会定期総会
◎ 20 日	 議会改革特別委員会
◎ 21 日	 県南都市問題協議会総会
◎ 22 日	 戸田市の長及び議会議員待遇者会総会
◎ 23 日	 関東市議会議長会定期総会／大阪府松原市議会
　　　　 行政視察来庁／川口市議会議員行政視察来庁

◎ 12 日〜 13 日　総務常任委員会行政視察
◎ 12 日〜 14 日　文教・建設常任委員会行政視察
◎ 13 日〜 14 日　健康福祉常任委員会行政視察、
　　　　　　　　市民生活常任委員会行政視察
◎ 14 日	 山形県酒田市議会行政視察来庁
◎ 18 日	 蕨戸田衛生センター組合議会
　　　　 ／議会改革特別委員会／代表者会議
◎ 19 日	 議会運営委員会
◎ 20 日	 総務常任委員会、文教・建設常任委員会、
　　　　 健康福祉常任委員会、市民生活常任委員会
◎ 21 日〜 22 日　議会だより編集委員会視察
◎ 22 日	 県議長会役員会
◎ 26 日	 議会運営委員会
◎ 27 日	 全国市議会議長会定期総会
◎ 29 日	 本会議（先議案件の上程～議決）

◎  2 日	 本会議（議案説明）
◎  8 日　本会議（質疑・請願の提出・委員会付託）／議会　
　　　 運営委員会／議会だより編集委員会
◎  9 日　本会議（一般質問）
◎ 10 日	 本会議（一般質問）
◎ 11 日	 本会議（一般質問）／議会運営委員会
◎ 12 日	� 常任委員会（総務、文教・建設、健康福祉、市民生活）
◎ 15 日	� 議会改革特別委員会／議会運営委員会
◎ 19 日	 本会議（委員長報告・質疑、討論・採決、閉会）
◎ 22 日	� 開封市友好代表団表敬訪問
◎ 26 日	� 文教・建設常任委員会
◎ 29 日	 競艇組合議会議会運営委員会

５月

６月

定例会の予定 定例会の予定 9月 

本
会
議

本
会
議

本
会
議

本
会
議

本
会
議

委
員
会

　委
員
会

本
会
議

2
日

8
日

　
　
9
日

10
日

11
日

14
日

〜17
日

18
日

28
日

�

開
会
、
議
案
等
上
程
、

総
括
説
明
、
詳
細
説
明

質
疑
、
請
願
の
提
出
、

委
員
会
付
託

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

常
任
委
員
会

　特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
並
び
に
質

疑
、
討
論
・
採
決
、
閉
会

議
会
事
務
局
☎
４
４
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・�

１
８
０
０

︵
内
線
５
２
３
・�

５
２
４
・�

５
４
３
︶

※
8
月
26
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で
内
定
し
ま
す
。

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
る

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４月

意
見
・
感
想

�
本
市
の
議
会
改
革
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
視
察
が
増
加
し
て
い
ま
す
�

宮
城
県
七
ヶ
浜
町
議
会

福
島
県
　
広
野
町
議
会

初 読 こ

大
胆
な
表
紙
づ
く
り
を
今
号
に
生
か
す


